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平成 25 年 11 月 8 日  

 

 

兵庫県知事  井 戸 敏 三  様 

 

 

環境影響評価審査会 

 会長  服 部  保 

 

 

一般国道 483 号北近畿豊岡自動車道（豊岡北～豊岡南）に係る 

環境影響評価概要書の審査について（答申） 

 

 

 平成 25年 8月 19日付け諮問第 69号で諮問のあった標記のことについて、下記のとおり答申します。 

 

記 

 

 標記の事業は、供用及び事業中の自動車専用道路等と一体となったネットワークを形成し、交通

流動の円滑化、地域の渋滞緩和に寄与するものである。当該事業の環境影響評価概要書（以下「概

要書」という。）について、環境の保全の観点から審査を行った。 

 当該事業の環境影響評価の実施にあたっては、概要書に記載の調査、予測、評価等を着実に行う

ほか、次の点に留意する必要がある。 

 

１ 全体的事項 

（１）事業計画について 

概要書に記載の内容については、概ね適切である。 

（２）環境影響評価について 

① 事業実施区域及びその周辺は、自然豊かで、静穏な農山間地域であり、貴重な動植物が

生息・生育する。このため、事業の具体化にあたっては、動植物の生息・生育区域の分断

の防止や住居や病院など特に配慮が必要な施設について、環境影響の回避、低減の観点か

ら検討を行い、当該配慮事項や環境保全措置の検討過程を環境影響評価準備書に記載する

こと。 

② 大気汚染や水質汚濁等の調査・予測及び評価にあたっては、周辺への環境影響の回避、

低減の観点から、物質濃度等の最大値や最小値についても留意すること。 

③ 環境保全措置は、実行可能な範囲において、複数案の比較検討やより良い技術や施設の

導入の検討を行うこと。 
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２ 個別的事項 

  事業計画に係る環境要素として選定された区分のうち、大気環境・騒音、水環境、動物・植物・

生態系、景観について、特に検討が必要であり、個々の対応については、次のとおりである。 

（１）大気環境・騒音 

① 予測及び評価に使用する風向や風速等のデータについては、事業実施区域を代表するデ

ータとして適当なものであるか検証を行うこと。 

② 自動車の走行に伴う大気質及び騒音の影響については、周辺の住居や病院など特に配慮

が必要な施設への影響を把握できる方法で調査、予測及び評価を行うこと。 

③ 低周波音については、道路構造や橋梁継ぎ目等が発生の原因となることから、道路構造

等を十分に検討のうえ、的確に予測及び評価を行うこと。 

（２）水環境 

凍結防止剤や融雪剤の使用及び路面排水が、下流域の利水や動植物の分布に著しい影響を

及ぼすおそれがあることから、下流域の利水状況や水生動植物の分布を考慮し、調査、予測

及び評価を行うこと。 

（３）動物・植物・生態系 

① 工事期間は長期にわたるため、動植物の分布状況の変化が想定される。また、動植物の

生息・生育・繁殖地は、群集もしくは群落単位で保全することが重要である。このため、

必要に応じ専門家の指導・助言を得ながら、適切な環境保全措置を計画し、調査、予測及

び評価を行うこと。 

② 猛禽類については、事業実施区域及び周辺に貴重な種の生息が確認されているため、営

巣又は繁殖が確認された場合は、「猛禽類保護の進め方（改訂版）」（2012 年 12 月、環境

省自然保護局）に沿って、専門家の指導・助言を得ながら、調査、予測及び評価を行うこ

と。 

③ 事業実施区域は多くの動物が生息しており、車両との衝突事故の防止のため、道路構造

を検討すること。 

（４）景観 

景観については、病院等の不特定多数の人が集まる場所にも視点場を設けるなど、身近な

生活空間からの景観にも着目して、調査、予測及び評価を行うこと。 
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（参考） 

 

１ 審議経過 

年 月 日 審 議 審 議 事 項 

平成 25 年 8 月 19 日 総会 

 

○概要書の審査について諮問 

○概要書について審議 

平成 25 年 8 月 23 日 部会 

現地調査 

○概要書について審議 

 （現地状況・概要書全般について） 

平成 25 年 10 月 3 日 部会 ○概要書について審議 

 （概要書全般について） 

平成 25 年 10 月 31 日 部会 ○概要書について審議 

 （部会報告案について） 

平成 25 年 11 月 8 日 答申 ○概要書の審査について答申 

 

２ 環境影響評価審査会 委員（五十音順） 

○遠藤 知二 

○大迫 義人 

小谷 通泰 

○上甫木 昭春 （北近畿豊岡自動車道部会長） 

川井 浩史 

○近藤 明   

澤木 昌典 

○菅原 正孝 

○住友 聰一 

田中 哲夫 

田中 みさ子 

辻    治雄 

中辻 啓二 

中野 加都子 

錦織 千佳子 

西村 多嘉子 

服部 保  （会長） 

花田 眞理子 

別府 庸子 

増沢 陽子 

益田 晴恵 

山下 淳  （副会長） 

○横山 真弓 

 

    ○印は、北近畿豊岡自動車道部会委員 


